
 
 

 

 

平成26年度可児市教育委員会の方針と重点 

 

 

 

  「可児市第四次総合計画・基本目標」 

多世代がふれあい 地域で育む心豊かな人づくり 

 

 「可児市教育基本計画・基本理念」 

ともに学び、ともに育み、だれもが輝くまち・可児 

～みんなで取り組む ひとづくり まちづくり ふるさとづくり～ 
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平成26年度予算概要 

 一般会計予算総額  ２７，７２０，０００千円（対前年度比 2.7％増） 

 教育費歳出 【４，０５６，５７１千円】（対前年度比 13.9％増） 

       前年度 ３，５６２，７５３千円（構成比 14.6％） 

民生費 35.2%

教育費 14.6%

土木費 14.1%

総務費 10.5%

衛生費 9.4%

公債費 7.6%

その他 8.6%

一般会計予算 277億2,000万円

社会教育費

35.0%

保健体育費

29.2%

教育総務費

10.3%

小学校費 10.1%

中学校費 8.5%

幼稚園費 6.9%

教育費の内訳 40億5,657万円
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【可児市教育基本計画の基本目標と施策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各課の【施策ごとの重点項目】中「教育基本計画の施策番号」は、上記の「基本目標」

の番号及び「施策」の番号を示している。

基本目標Ⅰ 

（幼児教育・学校教育分野） 

夢に向かって生き生きと学

べる幼児教育・学校教育 

施策１ 豊かな心を育てる幼児教育の充実 

施策２ 子どもたちの確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成 

施策３ 活力ある学校経営の推進 

施策４ 教員の資質及び指導力の向上 

施策５ 一人一人の状況に応じた支援の充実 

施策６ 安全で健康づくりを考えた給食の提供と食育の推進 

施策７ 安心して学べる学校施設環境の整備・充実 

施策１ 家庭教育の啓発・支援 

施策２ 地域の教育力の向上 

施策３ 休日・放課後の子どもの居場所づくり 

施策４ 青少年の健全育成 

施策１ 多様な生涯学習機会の提供 

施策２ 市民の主体的な生涯学習活動の支援 

施策３ 図書館の機能充実と読書活動の推進 

施策４ だれもが参加できる生涯学習施設環境の整備・充実 

施策１ スポーツに親しみ、楽しむ機会の提供 

施策２ スポーツに取り組む人材の育成と技術の向上 

施策３ 気軽に利用できるスポーツ施設環境の整備・充実 

施策１ 文化・芸術に親しむ機会の提供 

施策２ 市民の主体的な文化・芸術活動の支援 

施策３ 文化財の保護と歴史の継承 

施策４ 文化・歴史に親しめる施設環境の整備・充実 

施策１ 教育委員会の活性化 

施策２ 効率的な教育行政運営 

基本目標Ⅱ 

（社会教育分野） 

あたたかさと厳しさを持つ

家庭づくり・地域づくり 

基本目標Ⅲ 

（生涯学習分野） 

市民の意欲と能力を伸ばし、

生かす生涯学習 

基本目標Ⅳ 

（スポーツ活動分野） 

健康、生きがい、人とのつな

がりをつくるスポーツ活動 

基本目標Ⅴ 

（文化・芸術活動、歴史分野） 

文化・芸術の創造と歴史の継

承 

全体の推進体制 
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《 教育総務課 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成26年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

教育委員会の活性化 

（全体の推進体制－１） 

①定例及び臨時教育委員会会議を開催し、教育委員会の方針や規

則の制定改廃などを上程し決定する。（１） 

②教育委員会会議での審議をより一層充実するため教育政策会議

を随時開催し、中長期課題などの協議や報告を行う。（１） 

③多様化する教育課題に連携して取り組むために、定期的に市長

との意見交換会を開催する。（２） 

④県教育委員会連合会主催など教育委員の各種研修に参加する。

また、市の教育課題に即した行政視察を行い、視察成果を教育

施策に反映するよう努める。（３） 

⑤地方教育行政法改正案（教育委員会制度改革）が閣議決定され、

今国会で成立見込み、平成27年度施行見込みも射程距離に入れ

て、国の動向を見極めながら、対応を着実に進めていく。（２） 

効率的な教育行政運営 

（全体の推進体制－２） 

①教育基本計画の進捗管理を兼ねて「地方教育行政の組織及び運

営に関する法律」に基づく教育委員会事務の点検・評価を実施

する。また、平成27年度の後期基本計画各論の見直しをどの範

囲で行うか、26年度中に方向性を決めて27年度見直しの準備を

進める。（２） 

②教育委員会各課、市長部局及び学校相互の情報共有を図るとと

もに、部局を横断した全市的な取り組みとなるマイナス10ケ月

からの子育てプランについて、連携して取り組む。（１） 

③学校事務の効率的処理体制の確立をめざした学校支援室（仮称）

の設置に向けた研究・準備を進める。（１） 

④開かれた教育行政を推進するため、各施策の事業や結果をホー

ムページや成果報告書の作成などにより公表する。（３） 

安心して学べる学校施設環境

の整備・充実（Ⅰ－７） 

①中学校空調設備設置工事及び小学校空調設備設置工事実施設計

業務委託を実施する。併せて、空調設備運用基準を策定する。

（１） 

②広見小学校及び桜ケ丘小学校トイレ大規模改修工事を実施す

る。（１） 

③旭小学校及び広陵中学校非構造部材耐震化工事を実施する。

（１） 

④学校施設の状況を的確に把握し、緊急度優先度を見極め適切な

営繕工事を進める。（１） 

○市民から信頼される開かれた教育行政を目指し、教育委員会の機能を活性化するとともに、教

育委員会事務局の全体調整を行い、各施策を効率的・効果的に実施する。 

○安全・安心な教育環境を確保するため、学校施設などの状況を的確に把握し、施設設備の充実

を図るとともに、災害時にも避難所として有効に機能できるように非構造部材の耐震化やバリ

アフリー化を推進する。 



 ４ 

⑤学校管理備品を適正に購入するとともに備品の有効活用をす

る。また、施設の維持管理を各種管理運営業務委託等により適

正に行う。（２） 

⑥モニタリングを通じて学校給食センター施設の適正な維持管理

を行う。（３） 

⑦公有財産経営室で検討されているファシリティマネジメントの

調査動向を注視しながら、これによる現行の学校規模の適正化

方針の見直しの必要が生じるかどうかを吟味する。（４） 

⑧地域防災計画の改訂に伴う各学校と教育委員会事務局防災体制

の再確認、各学校の危険等発生時対処要領の見直しを行い児童

生徒の安全確保体制を再確認する。（６） 

 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 事 業 の 内 容 予算額 

教育委員会一般経費 教育委員報酬、教育委員会連合会負担金等 2,991 

教育総務一般経費 各種事務用品購入費等 3,167 

教職員住宅管理経費 修繕料等 602 

小学校管理一般経費 
学校用務員・給食配膳員等の賃金、各種消耗品、光熱水

費、各種備品購入費、施設管理委託料等 
203,613 

小学校施設改修経費 各学校の施設営繕工事費等 51,450 

小学校校舎大規模改造事業 実施設計委託料、改修工事費、耐震化工事費等 63,000 

中学校管理一般経費 
学校用務員・給食配膳員の賃金、各種消耗品、光熱水費、

施設管理委託料、各種備品購入費等 
98,607 

中学校施設改修経費 各学校の施設営繕工事費等 25,909 

中学校校舎大規模改造事業 実施設計委託料、空調設置工事費、耐震化工事費等 169,000 

学校給食センター建設事業 
施設維持管理・給食運搬等委託料、割賦料等(学校給食

センターPFI事業) 
178,653 
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《 学校教育課 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成26年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

豊かな心を育てる幼児教育の

充実（Ⅰ－１） 

①小１プロブレムなどの課題を共有し、発達段階に応じた指導に

ついての研修を実施する。（２） 

②幼稚園の教育内容に関する指導・援助をする。（３） 

子どもたちの確かな学力、豊か

な心、健やかな体の育成 

（Ⅰ－２） 

①ＱＵ及びＮＲＴを活用して、すごしやすく学びやすい学校生活

をつくる。また指定校による研究を行う。（１）（３） 

②学校生活全般及び市主催の研修会等を生かして、コミュニケー

ション能力の向上を目指す。（１） 

③英語によるコミュニケーションに物怖じしない力の育成を目指

した研究を指定校で行う。（１）（２） 

活力ある学校経営の推進 

（Ⅰ－３） 

①各小中学校の地域力を生かした体験学習の支援を行う。（１） 

②小中学校の連携した研究及び指導をする。（５） 

教員の資質及び指導力の向上 

（Ⅰ－４） 

①ＱＵ及びＮＲＴの活用を含めた各種研修を充実する。（１） 

②中部中学校区で行われるＥｄｕｃｅ９の指定校の支援を行う。

（３） 

一人一人の状況に応じた支援

の充実（Ⅰ－５） 

①スクールソーシャルワーカー等を導入し、生徒を取り巻く環境

の問題が複雑に絡み合い学校だけでは解決困難なケースの改善

に取り組む（７） 

②スクールサポーターを増員し、教育環境の整備を行う。（５） 

③各種相談活動の充実や、いじめ防止専門委員会との連携を図る。

（４）（７） 

 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

学校教育一般経費 
日本スポーツ振興センター共済掛金、代替バス運行委託

料、特別支援教育育成会補助金等 
22,022 

可児市学校教育力向上事業 

スクールソーシャルワーカー、スーパーバイザー謝礼、

スクールカウンセラー学校訪問指導謝礼、学級アセスメ

ント調査委託料、全国標準学力検査委託料等 

32,355 

○可児市学校教育力向上事業（ＱＵ及びＮＲＴの実施と研究指定校の設定、専門家の指導等）に

より、すごしやすく学びやすい学校生活をつくる。 

○英語によるコミュニケーションに物怖じしない力の育成を目指した研究をする。 

○「Ｅｄｕｃｅ９」の推進とともに、活力ある学校や、確かな学力・豊かな心・健やかな体の育

成をめざし、子どもや地域の実態に応じた、学校経営への支援を行う。 

○教育研究所を通じ教職員の資質向上に関する支援体制の充実を図る。 



 ６ 

スクールサポート事業 スクールサポーター賃金、通訳サポーター賃金 96,852 

外国語・コミュニケーショ

ン教育推進事業 

英語指導助手派遣委託料、小中学校英語コミュニケーシ

ョン研究事業経費、コミュニケーション能力育成モデル

事業委託料 

18,632 

学校教育助成事業 体験学習事業補助金 14,400 

学校図書館運営事業 学校図書館システム賃貸料、学校図書館員賃金 21,117 

ばら教室ＫＡＮＩ運営事業 臨時職員賃金 11,671 

いじめ防止教育推進事業 いじめ防止教育プログラム経費 120 

教育研究所事業経費 教職員研修委託料、相談員報酬等 14,113 

小学校教育振興一般経費 校医等報酬、健康診断手数料等 31,871 

小学校教材備品購入事業 教材備品・理科教材備品購入費等 9,500 

小学校情報教育推進事業 パソコン借上料、修繕料等 23,489 

中学校教育振興一般経費 校医等報酬、教育振興補助金、健康診断手数料等 13,651 

中学校教材備品購入事業 教材備品・理科教材備品購入費等 6,250 

中学校情報教育推進事業 パソコン借上料、修繕料等 10,726 
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《 教育文化財課 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成26年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

一人一人の状況に応じた支援

の充実（Ⅰ－５） 

①要保護・準要保護及び特別支援教育に係る支援事務を適切に 

行う。（６） 

家庭教育の啓発・支援 

（Ⅱ－１） 

①義務教育までの子どもを持つ親を対象に、公民館、幼稚園、保

育園、小・中学校で、自主的な運営による乳幼児学級、家庭教

育学級を開設し、家庭教育の学習の機会を提供するとともに、

地域における家庭教育のリーダーを育成する。（１） 

②家庭教育学級に参加できない保護者に対し、家庭教育講演会・

親育ち講座（拡大家庭教育学級）の開催など、学習機会を提供

するとともに、家庭教育学習への参加を呼び掛ける。（２） 

③子どもの社会性や倫理観を育むため、家庭でのしつけがより効

果的に実践されるよう、情報モラル教育などをＰＴＡと連携し

て行う。（３） 

地域の教育力の向上 

（Ⅱ－２） 

①養成講座を通じて子育てサポーターを育成し、家庭教育学級な

どとのコーディネート体制を整備する。（３） 

文化財の保護と歴史の継承 

（Ⅴ－３） 

①地域と連携し、文化財の保護、環境整備を図る。（１） 

②天然記念物等の調査を行う。（１） 

③美濃金山城跡は、その自然や歴史についてさらに基礎資料を積

み上げ、専門委員による保存管理計画策定作業に入る。また、

講座や行事を通じて広くその価値を周知していく。（２） 

④大萱古窯跡群は、文化庁や専門委員から指導を受けて牟田洞窯

跡と窯下古窯跡の追加調査を行い、遺跡や遺物の実情をつかむ

とともに、美濃窯の中での位置づけや性格を明らかにする。ま

た、広くその内容について情報発信していく。（３） 

⑤市民が文化財をより身近に感じるよう、内容紹介やＰＲを進め

る。（２） 

⑥開発に伴い、記録保存のための試掘・発掘調査を行う。（３） 

⑦宮太鼓や流鏑馬など伝統文化の継承を支援し、そのＰＲを行う。

（４） 

○経済的に就学が困難な児童生徒の保護者を支援することにより、子どもの自立や自己実現に

向けた教育を充実させる。 

○家庭と地域の教育力を高め、社会全体、市民みんなで子どもの成長を見守る環境をつくるた

め、家庭教育に関わる人づくりを進める。 

○文化財の保護・伝承と活用を図るため、保存管理や環境整備、調査を行う。 

○国史跡美濃金山城跡については、幅広く広報を行うとともに整備・活用も視野に入れ、保存

管理計画策定委員会等を組織して計画の策定に入る。 

○美濃桃山陶の聖地・大萱古窯跡群の追加調査やまとめ作業を行い、国史跡指定への意見具申

の準備を進める。 

 



 ８ 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

小学校就学援助事業 要保護・準要保護児童援助費等 19,936 

中学校就学援助事業 要保護・準要保護児童援助費等 20,051 

家庭教育推進事業 家庭教育学級等講師謝礼等 3,680 

文化財保護一般経費 指定文化財管理等委託料等 6,761 

指定文化財整備事業 指定文化財等修繕料等 1,696 

緊急発掘調査事業 発掘作業員賃金、発掘調査用具借上料等 3,364 

美濃金山城跡整備事業 保存管理計画策定基礎データ作成業務委託料等 7,760 

美濃桃山陶の聖地調査・保

存・ＰＲ事業 

古窯跡地形測量調査業務委託料、発掘作業員賃金、イメ

ージ戦略プロデュース業務委託料等 
14,451 

 



 ９ 

《 郷土歴史館 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成26年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

文化・芸術に親しむ機会の提供

（Ｖ－１） 

①各歴史館及び資料館相互の連携による企画展を開催するととも

に、関連講座等を開催する。（３） 

②学校及び公民館と連携し、学習者の受け入れ、資料の貸出及び

出前講座を行う。（３） 

③年間を通じ、多様なメニューによる陶芸教室を開催する（４） 

 

文化財の保護と歴史の継承 

（Ⅴ－３） 

①歴史資料についての調査・研究を行い、調査報告書を発行する。

（５） 

②所蔵資料の保存・活用のため、資料整理及び目録作成を行い、

文化財保護分野や講座等に活用する。（６） 

 

文化・歴史に親しめる施設環境

の整備・充実（Ⅴ－４） 

①郷土歴史館、兼山歴史民俗資料館、荒川豊蔵資料館、川合考古

資料館及び陶芸苑の適正な管理・運営を行う。（１）（２） 

 

 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 事 業 の 内 容 予算額 

郷土館管理運営経費 臨時職員賃金、施設管理委託料、光熱水費等 12,370 

陶芸苑一般経費 陶芸指導員報酬等 4,928 

兼山歴史民俗資料館管理経

費 
臨時職員賃金等 1,422 

荒川豊蔵資料館運営事業 臨時職員賃金、施設管理委託料、光熱水費等 10,224 

資料調査保存事業 資料調査報告書等印刷、資料燻蒸委託料等 2,068 

 

○各歴史館、資料館及び陶芸苑の活動を通じて、郷土の歴史・文化及び文化財を広く紹介する。 

○市民が、気軽に郷土の歴史・文化及び文化財に親しめる場と機会を提供する。 

○歴史資料などの調査、研究、整理を進め、活用を図る。 



 １０ 

《 可児市学校給食センター 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成26年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

安全で健康づくりを考えた給

食の提供と食育の推進 

（Ⅰ－６） 

①献立作成委員会を開催し、栄養バランスのよい学校給食を提供

する。（１） 

②食中毒を防止するため衛生管理を徹底するとともに、これに関

する知識及び調理技術の習得をめざした研修に参加する。（１） 

③学校給食費の適正な徴収を進める。（１） 

④『学校給食異物混入対応マニュアル』改訂版を、学校職員、給

食センター職員、関係機関等に配付周知し、混入状況に応じた

的確な判断と迅速な対応を行う。（１） 

⑤給食用物資購入選定委員会を開催し、安全で良質な食材を吟味

して購入する。（２） 

⑥食材、副食（完成給食）の放射能検査を実施し、安全性を検証

する。（２） 

⑦可児市産を含む県内産の食材をできる限り使用する。（２） 

⑧食について正しい知識を身につけ、望ましい食習慣を養うため、

学校と連携し、栄養教諭及び学校栄養職員による学校訪問指導

を実施する。（３） 

⑨献立表への使用食材の記載や、栄養成分配合表等の情報提供を

行うなど保護者との緊密な連携を図り、食物アレルギーへの対

応を進める。（３） 

⑩給食残渣の資源化を推進し活用を進める。（３） 

⑪試食会などを通じて、保護者に対し、正しい食習慣を身につけ

ることや朝食の大切さ、家族と一緒に楽しく食べることの大切

さについて啓発する。（４） 

⑫献立表や給食だよりを配布し、食に関する情報の提供や啓発を

行う。（４） 

 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

給食センター運営経費 給食材料費、御嵩町学校給食センター維持管理負担金等 491,466 

給食センター管理経費 

給食センター業務委託料、特定管理産業廃棄物収集運搬

処理委託料等 

 

263,752 

 

○子どもたちの健やかな成長のため、安全で栄養バランスがとれたおいしい給食を提供する。ま

た、学校給食を通じて食に関する指導を行い、児童生徒が食の大切さを理解するとともに、食

を選ぶ力を身につけ、広く食文化を習得できるようにする。 



 １１ 

《 こども課 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成26年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

豊かな心を育てる幼児教育の

充実（Ⅰ－１） 

①小１プロブレム対応について、幼保小連携を通じて、課題を共

有し、子どもの育ちと学びをスムーズにつなげるためのカリキ

ュラムをつくり教育の場で実践につなげる。（２） 

②幼稚園の教育内容に即した指導をする。（３） 

③地域における子ども・子育てについてのニーズ調査を実施し、

「子ども・子育て会議」等においてニーズ調査結果を踏まえた

新制度の給付や事業の需要見込量、その提供体制等を検討する。

（５） 

④国の子ども・子育て支援新制度による公立幼稚園の施設型給付

への移行にむけて所要の手続きを行う。（５） 

⑤身近な相談の場づくりとして「マイ保育園・幼稚園」制度の実

施に向けて検討する。（５） 

休日・放課後の子どもの居場所

づくり（Ⅱ－３） 

①キッズクラブの適正運営及び、地域のボランティアが参加しや

すい体制を整えながら、地域住民と児童との交流の場とし、地

域社会の中で子どもが育つ環境づくりを推進する。 

 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 事 業 の 内 容 予算額 

市立幼稚園管理運営経費 
臨時職員賃金、光熱水費、給食材料費、施設管理委託費、

施設営繕工事費等 
26,634 

私立幼稚園支援事業 
幼稚園就園奨励費補助金、教材費補助金、施設整備補助

金等 
212,021 

子ども・子育て支援事業計

画策定事業 
計画策定コンサル委託費、委員報酬等 2,442 

キッズクラブ運営事業 臨時職員賃金、給食材料費、委託料等 89,633 

 

○マイナス10ヶ月からの子育て“10の重点課題”を重点事業として推進する。 

○幼稚園、保育園及び小中学校の連携を目に見える形で強化・交流を図るとともに、幼稚園におけ

る体験活動や地域との交流等により豊かな心を育てる幼児教育を推進する。 

○子ども・子育て支援新制度の運用について、地域における子ども・子育てについてのニーズを把

握し、新制度の給付や事業の需要見込量、その提供体制等を踏まえた「子ども・子育て支援事業

計画」を策定する。（平成25年度からの２箇年継続事業） 

○キッズクラブの運営及び地域社会の中で子どもが育つ環境づくりを推進する。 



 １２ 

《 人づくり課 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成26年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

地域の教育力の向上 

（Ⅱ－２） 

①地域行事への参画及びあいさつ運動など地区青少年育成市民会

議による青少年育成活動を促進し、地域・社会全体が子どもと

子育てに関わる機運を高めるための啓発を行う。（１） 

 

休日・放課後の子どもの居場所

づくり（Ⅱ－３） 

①家族で体験できる遊びと学びの情報誌「ランタン」を発行し、

ホームページで発信する。（４） 

 

青少年の健全育成（Ⅱ－４） ①青少年育成市民会議を中心とした青少年の健全育成事業を推進

する。（１） 

②少年センター事業として、地区市民会議やＰＴＡ連合会等と連

携して子どものいじめ及び非行防止のための見守り活動並びに

相談活動を進める。（２） 

③青少年が携帯電話及びインターネット等を適切に利用できるよ

う研修会を実施する。（３） 

④新成人が主体的に企画運営に参画する成人式を実施する。（４） 

 

 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

成人式開催経費 記念行事委託料、記念冊子印刷費等 2,204 

青少年育成事業 青少年指導相談員報酬、青少年育成市民会議補助金等 8,837 

 

○地域の教育力を高めるため、地域の各種団体と連携し、地域・社会全体が子どもと子育てに関

わる機運を高める。 

○青少年が地域の中で生き生きと活動できる環境の整備を行うとともに、青少年の健全育成活動

を進める。 



 １３ 

《 生涯学習文化室 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成26年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

休日・放課後の子どもの居場所

づくり（Ⅱ－３） 

 

①公民館が子どもたちの安全安心な居場所になるよう、地域と協

力・連携して、子どもを対象とした講座等を開催する。（１）（３） 

多様な生涯学習機会の提供 

（Ⅲ－１） 

①地域や市民の学習ニーズに応じた公民館講座の開催及び学習情

報を提供する。（１）（４） 

②高齢者大学運営委員会と協働して、高齢者大学講座の開催やク

ラブ活動を支援する。（２） 

③手づくり絵本ボランティアと協働して、手づくり絵本講座を実

施する。（３） 

市民の主体的な生涯学習活動

の支援 

（Ⅲ－２） 

①生涯学習団体等と協力・連携して、生涯学習ボランティアの育

成及び市民主導の生涯学習事業を実施する。（１）（２） 

②地域と連携・協働して、特色ある公民館事業や公民館運営を展

開する。（２）（３） 

だれもが参加できる生涯学習

施設環境の整備・充実 

（Ⅲ－４） 

①公民館が安全・安心・快適に利用できるよう、適切な施設管理

と営繕工事を実施する。（１）（２） 

文化・芸術に親しむ機会の提供 

（Ⅴ－１） 

①文化創造センターを拠点として、質の高い文化芸術作品の鑑賞

事業を実施する。（１） 

②多くの市民が、多様な文化芸術、講演会等を気軽に楽しむこと

ができる「一流に出会う日」事業を実施する。（１） 

(1) 市民の主体的な文化・芸術

活動の支援 

(Ⅴ－２) 

①文化芸術振興財団に委託して、市民参加による文化芸術活動を

推進する。（１） 

②文化協会などの文化芸術団体の活動を支援する。（２） 

(2) 文化・歴史に親しめる施設

環境の整備・充実 

(Ⅴ－４) 

①文化創造センターが安全・安心・快適に利用できるよう、適切

な施設管理と営繕工事を実施する。（１） 

②文化芸術振興財団を指定管理者として、文化創造センターの管

理運営を行う。（２） 

○子どもたちが地域社会の中で心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する。 

○市民の多様な学習ニーズや社会的課題を解決するための市民主導の学習活動を支援する。 

○地域と協力・連携して、地域づくりや生涯学習ボランティアの活動を支援する。 

○生涯学習施設及び文化創造センターが安全・快適に利用できるよう、施設の整備及び維持管

理を行う。 

○質の高い文化・芸術を提供するとともに、市民参画を得て文化創造センターの利用促進を図

る。 

○市民主体による文化芸術活動を支援し、市民文化の創造と市民交流を促進する。 



 １４ 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 事 業 の 内 容 予算額 

社会教育一般経費 社会教育委員報酬、社会教育団体補助金等 1,345 

可茂広域行政事務組合経費 可茂広域行政事務組合教育費分担金 480 

生涯学習推進事業 市民参画事業委託料、生涯学習指導者養成事業補助金等 1,539 

高齢者大学講座経費 講師謝礼、学習計画表等作成、会場使用料等 1,852 

文化振興一般経費 文化協会等補助金 6,080 

文化芸術振興事業 
文化創造センター指定管理料、美術展等開催事業委託

料、一流に出会う日事業チラシ作成等 
455,152 

文化創造センター維持経費 営繕工事費、備品購入費等 237,367 

公民館管理経費 施設管理業務委託料、営繕工事費、光熱水費等 200,701 

公民館活動経費 講座講師謝礼、公民館活動補助金、臨時職員賃金等 86,175 

兼山生き生きプラザ管理経

費 
施設管理業務委託料、光熱水費、臨時職員賃金等 8,726 

 



 １５ 

《 スポーツ振興課 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成26年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

スポーツに親しみ、楽しむ機会

の提供（Ⅳ－１） 

①スポーツ推進委員などと連携し、スポーツ行事を開催すること

により「一市民一スポーツ」の定着を図る。（１） 

②ＵＮＩＣの活動及び自主運営に向けた取り組みを支援してい

く。（２） 

③（公財）Ｂ＆Ｇ財団が推進する“水の事故０運動”を展開し、「水

の安全教室」、「チャレンジ・レスキュー」を実施することによ

り、水に対する知識を多くの方に取得していただく。（４） 

スポーツに取り組む人材の育

成と技術の向上（Ⅳ－２） 

①（公財）可児市体育連盟の活動を支援していく。（１） 

②子ども達がプロ野球選手やＪリーグ選手等の一流選手から直接

指導を受けられる機会を設けていく。（２） 

③プロ野球（スタジアムオープン記念イベント）を開催し、子ど

もたちが一流のスポーツに触れ合う機会を提供する。（２） 

気軽に利用できるスポーツ施

設環境の整備・充実 

（Ⅳ－３） 

①スタジアムの運営を軌道にのせ、多くの市民の方々に使用して

いただく。（１） 

②市民が安心・安全に体育施設を使用していただけるように管理

備品の整備・点検を計画的に行う。（２） 

③体育施設の管理方法について、指定管理制度の導入を踏まえ検

討を行う。（２） 

④海洋センタープールの改修について検討を行う。（１） 

 

 

 

 

○心豊かで健康な生活を営むために、スポーツに求められる役割は大きく、また市民ニーズも

多様化している中で、ハード・ソフト両面にわたりスポーツ環境の整備充実を行っていく。 

○国が目標とする「成人が週１回以上スポーツ活動を行う割合」65％以上を市の達成目標とし、

誰もが気軽に楽しめる軽スポーツの普及を行い「一市民一スポーツ」の定着を図る。 

○本年度から新たに活動を開始する、可児ＵＮＩＣスポーツクラブが自主運営を行えるよう支

援を行う。 

○スタジアムの運営を軌道にのせるとともに、将来を見据えた体育施設全体の管理方法の検討

を進める。 

 

 



 １６ 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 内 容 予算額 

体育振興一般経費 消耗品費、複写機借上料、Ｂ＆Ｇ財団負担金等 1,170 

スポーツ推進委員活動経費 
スポーツ推進委員報酬、スポーツ普及員報償金、県スポ

ーツ推進委員会等負担金等 
6,367 

生涯スポーツ推進事業 地区スポーツ振興費、スタジアム開場式典委託料等 7,621 

学校開放事業 施設管理委託料等 2,538 

体育連盟経費 体育連盟活動補助金、錬成館運営費補助金 38,921 

総合型地域スポーツクラブ

推進事業 
スポーツクラブ活動補助金、臨時職員賃金等 11,882 

体育施設管理経費 施設管理委託料、光熱水費等 90,991 

体育施設整備事業 営繕工事費、体育器具購入費 4,649 

 



 １７ 

《 図書館 》 

【 課 の 方 針 】 

 

 

 

 

 

 

【 施策ごとの重点項目 】 

施策の名称 

（教育基本計画の施策番号） 
平成26年度に重点的に取り組む内容（計画書の取組番号） 

図書館の機能充実と読書活動

の推進（Ⅲ－３） 

①各方面との連携による「うちどく（家読）１０運動」の啓蒙と

推進を行う。（１） 

②ボランティアの協力による「かにっ子タイム」や「赤ちゃんと

絵本事業」などを実施する。（１） 

③移動図書館を運営する。（１） 

④廃棄資料の小中学校に対するリユースを行う。（１） 

⑤利用者に対する図書等の適切な貸出業務を行う。（２） 

⑥利用者からのレファレンスに対する適切な管理及び対応を行

う。（２） 

⑦適時、的確な図書購入と除籍による蔵書の有効活用を行う。

（２） 

⑧郷土資料や行政資料の収集及び充実を図る。（２） 

⑨雑誌オーナー制度の普及および拡大を図る。（２） 

⑩ボランティアの協力による「かにっ子タイム」や「赤ちゃんと

絵本事業」などを実施する。（３） 

⑪ボランティアの協力による図書館書庫の整理を行う。（３） 

だれもが参加できる生涯学習

施設環境の整備・充実（Ⅲ－４） 

①本館エレベータ改修工事を実施する。（１） 

②本館外壁タイルの点検及び補修を行う。（１） 

③駅前子育て拠点施設における絵本コーナーの計画策定を行う。

（１） 

④本館及び分館施設の適時、適切な維持管理を行う。（２） 

 

【 主な事業 】                          （単位：千円） 

予算事業名 主 な 事 業 の 内 容 予算額 

図書館運営一般経費 臨時職員賃金、光熱水費、複写機借上料等 32,529 

図書館施設管理経費 営繕工事費、施設管理委託料、土地借上料等 27,101 

図書館蔵書整備事業 図書・雑誌・新聞購入費等 20,639 

図書システム管理経費 図書館電算システム使用料等 8,670 

読書推進事業 講師謝礼等 606 

 

 

○図書館サービスを提供する。 

○図書館ボランティアを活用、養成する。 

○各方面との連携により「うちどく（家読）１０」運動を啓蒙、推進する。 

○既存施設を安全で使いやすくする。 


